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いる。しかし，膜タンパクのSDS-PAGEによる分析. (14C) DCCD を用いた細胞膜の標識等の実験よ
り本菌にはFo-F1 ATPase Iζ共通なサブユニット構造を持つタンパクは存在しない事が示唆された。
一万，細胞膜をEDTA ・アルカリ溶液で抽出した物の中にはATPase活性が見い出され，乙れを(ATP-
ase 1 と命名)を，全操作 1M以上の硫酸塩存在下に精製も行った。精製酵素は 8.6 万と 6.4 万の 2 種の
サブユニットからなり，ネイティブ分子量は32万であり， 2 種のサブユニット 2 対からなる四量体と想
像される。活』性の至適pHは 5.8 で二価金属はMn2+ が最も効果的で， Mg 2+ はその30%であった。飽和
に近いNa2804 やNa280 3 中で活性は大きく， KClやNaCl中では低かった。硫酸塩中で・は酵素は安定で、
あるが， 4 M NaCl 中で特に低温では失活が早く，塩を含まない液にさらすとただちに活性は消失した。
ADPは酵素を阻害し，そのKiは80μMでATPのKm， 1.5 mMI乙比べ小さかった。本酵素はサブ、ユニッ
ト構造などでFl ATPaseと異なる'性質を持つものの，細胞膜の内側に局在する事. ATPase 反応時にリ
ン酸化中間体が検出されない事を含め，その性質はよく Fl ATPaselL:類似しており ， H. halobium の細
胞膜中で， F1-ATPasel乙相同な機能を果している可能性が強い。
また. ATPase 1 の研究途上，他三種のATP加水分解酵素を同定し，その性質を調べた。それらは，細
胞膜の外側に結合し， AMP , ADP , ATP を水解する 5!_ヌクレオチダーゼ，可溶性分画から得られる，
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難波敏彦君は，高度好塩菌H.hαlobiumが光照射時 lζ 行なう ATP合成反応を触媒していると考えられ
る酵素を単離し，その諸性質を検討した。
まず， H. halobium の細胞膜蛋白質を界面活性剤で分離後， SDS電気泳動で分析したが， Fl ATPa毘
のサブ、ユニットである α ， ﾟ 1[-相当するバンドが見い出せなかった。
細胞膜からEDTAと含むアルカリ溶液で抽出されるもののなかにATPase活'性が見い出され，すべて
の操作を 1M以上の硫酸塩の存在下でATPaseを精製することができた。えられた精製酵素は分子量8β
万と 6.4万の 2 種のサフ守ユニット 2 対から成る 4 量体であると推定された。活性の至適pHは 5.8 ，二価
金属が活性lζ必須で， Mn 2 + がもっとも効果的であった。また，活性は飽和に近いNa2S03 やNa2 SOd中
で高く， NaCl , KCl中では低く， 4 M NaCl中でも低温では速く失活した口乙の失活はサブユニットへの
解離によるものであった。また，乙のATPaseは細胞膜の内側に局在していることも示された。 ( T-
32p) ATP を用いた実験では，本酵素は共有結合燐酸化中間体を検出することができなかった。
以上述べたように，難波君の精製したATPase は乙れまで報告されているFo-Fl ATP 合成酵素とサ
ブユニット構造は異なるが，他の多くの点で;Fo-F1 ATPasel乙類似の性質をもっ珍らしい酵素であり，
乙の酵素がH. halobium細胞膜で Fl ATPaselC 相同な機能を果している可能性の大きいことを指摘した
ものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める D
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